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Ⅰ 静岡市の概要 

１ 沿革 

静岡市は、平成15年４月１日に旧静岡市と旧清水市が合併し、人口70万都市として誕生した。 

平成17年４月１日に指定都市に移行し、児童福祉法上義務設置である児童相談所と、任意設置である

障害者更生相談所（身体障害者更生相談所及び知的障害者更生相談所）を設置した。 

平成18年３月31日には旧蒲原町を編入、平成20年４月１日に児童相談所、障害者更生相談所を現在地

へ移転整備した。 

その後平成20年11月１日に旧由比町を編入、平成24年４月１日には障害者更生相談所が移転し、現在

に至る。 

年 月 日 内  容 

平成15年４月１日 旧静岡市と旧清水市の合併により静岡市誕生 

平成17年４月１日 指定都市移行に伴い、児童相談所、障害者更生相談所を市役所静岡庁舎内に設置 

平成18年３月31日 旧蒲原町を編入 

平成20年４月１日 児童相談所、障害者更生相談所を現在地へ移転整備 

平成20年11月１日 旧由比町を編入 

平成24年４月１日 障害者更生相談所が城東保健福祉エリア保健福祉複合棟へ移転 

２ 所在地 

〒420-0947 静岡市葵区堤町914-417 

○

○

○

◎児童相談所

○…区役所

清水区

葵区

駿河区
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３ 管内の状況（令和５年３月31日現在。世帯数及び人口は外国人を含む住民基本台帳）

静岡市全域 葵区 駿河区 清水区 

 面積（ ） 1,411.93 1,073.75 73.06 265.12 

 世帯数（世帯） 323,246 117,490 100,353 105,403 

 人口（人） 680,913 246,866 206,957 227,090 

 18歳未満人口（人） 91,951 34,411 28,607 28,933 

≪人口の年度別推移≫ 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

 総人口（Ａ）（人）  699,946 696,367 692,374 686,746 680,913 

 18歳未満人口（Ｂ）（人） 100,499 98,392 96,301 94,198 91,951 

18歳未満人口比率（B／Ａ）（％） 14.4% 14.1% 13.9% 13.7% 13.5% 

４ 組織 

市   長

副 市 長

子ども未来局

（令和５年４月１日現在）

子ども未来課

青少年育成課

幼保支援課

こども園課

子ども家庭課

児童相談所
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５ 人員及び事務分掌 

（令和５年４月１日現在の人員） 

担当・人員・事務分掌 人数 備考 

所長 所長 １   

総務係（６人） 所長補佐兼係長 １   

予算・決算、法的対応、議会対応、措置費支弁、負

担金徴収 等 

主任主事 ４   

会計年度任用職員 １   

相談係（９人） 係長 １   

相談・通告・申請受付 等 主査 １   

 主任保健師 １   

主任主事 ３   

  会計年度任用職員 ３   

初動係（６人） 係長 １   

初動調査、緊急虐待対応に関すること 等 主査 １   

 指導主事 １   

 主事 ２   

 会計年度任用職員 １   

判定係（14人） 主幹兼係長 １   

心理判定、心理治療、療育手帳、重度加算 等 副主幹 ２   

 主任主事 ６   

 主事 ２   

  会計年度任用職員  ３   

支援第１係（８人） 係長 １   

葵区ケースワーク入退所及び里親委託調整 指導主事 １   

主査 １   

  主任主事 ３   

 会計年度任用職員 ２   

支援第２係（８人） 主幹兼係長 １   

駿河区ケースワーク入退所及び里親委託調整 主幹兼副主幹 １   

主任主事 ３   

  主事 ２   

 会計年度任用職員 １   

支援第３係（８人） 係長 １   

清水区ケースワーク入退所及び里親委託調整 主査 ２   

 指導主事 １   

 主任保健師 １   

主任主事 ３   

一時保護係（20人） 係長 １   

一時保護児童の行動観察、指導 等 主査 １   

  主任主事 ４   

  主事 １   

  保育教諭 ３   

  会計年度任用職員 10   

合   計 80   

嘱 託 医 4   

児童相談所アドバイザー 3   

総 合 計 87   
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Ⅱ 児童相談所の概要及び取組 

１ 児童相談所の概要

(１)児童相談所の業務内容 

ア 児童相談所の設置 

児童相談所は、児童福祉法第12条、第59条の４に基づき、都道府県・指定都市等に設置される 

児童福祉専門の行政機関である。 

国の運営指針では人口50万人に最低１箇所程度が必要とされており、利用者の利便性、地理的条 

件等各自治体の実情に沿って設置されている。 

イ 児童相談所の目的 

児童相談所は、関係機関と適切な役割分担・連携を図りつつ、家庭その他からの相談に応じ、児 

童が抱える問題や児童に対する真のニーズ、また児童の置かれた環境等を的確に捉え、個々の児童や

家庭に最も効果的な援助を行うことにより、児童の福祉を図り、その権利を擁護することを主たる目

的として設置される行政機関である。 

ウ 主な業務 

（ア）児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要とするものに応 

  ずること 

（イ）児童及びその家庭について、必要な調査並びに医学的、心理学的、教育学的、社会学的、 

及び精神保健上の判定を行うこと 

（ウ）調査又は判定に基づき必要な指導を行うこと 

（エ）児童の一時保護を行うこと 

（オ）施設入所等の措置を行うこと 

（２）児童相談所の機能 

ア 相談機能          

児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を要する相談に対し、必要 

に応じて児童の家庭、地域状況、生活歴や発達、性格、行動等について専門的な角度から総合的に 

調査、判断、判定（総合診断）し、それに基づき援助方針を定め、自ら又は関係機関等を活用し一 

貫した児童の援助を行う機能  

イ 一時保護機能           

必要に応じて児童を家庭から離して一時保護し、又は適当な者に委託して一時保護を行うこと 

により、行動観察及び短期入所指導の目的を達成する機能 

ウ 措置機能 

措置又はその保護者に対して、児童福祉司、児童委員、児童家庭支援センター等による指導を行い、 

又は児童を児童福祉施設、指定医療機関に入所させ、又は里親に委託する等の機能 
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エ その他の機能 

（ア）民法上の権限 

児童相談所長は、親権喪失、親権停止若しくは管理権喪失の審判の請求又はこれらの審判 

の取消しの請求、未成年後見人選任及び解任の請求を家庭裁判所に対して行うことができる。 

（イ）家庭及び地域への援助活動 

地域のニーズに応じ、児童や家庭に対する相談援助活動の総合的企画及びその実施を行う 

機関として、家庭や地域における児童養育を支援する活動を積極的に展開する。 

また、地域における各機関が相互の役割や業務の内容を正しく理解し、児童や家庭の問題に

ついて共通の認識のもとに一体的な援助活動が行えるよう、研修会や情報交換会、援助方針検

討会等の開催を通して、関係機関のネットワーク化を推進する。 

（３）相談の種別 

養
護
相
談

児童虐待相談 
児童虐待の防止等に関する法律の第２条に規定する身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、保護の怠慢・拒

否（ネグレクト）次の行為に関する相談 

その他の相談 

父又は母等保護者の家出・失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困難児、迷子、親権を喪

失・停止した親の子、後見人を持たぬ児童等児童虐待相談以外の環境的問題を有する児童、養子縁組に関

する相談 

保健相談  
未熟児、虚弱児、ツベルクリン反応陽転児、内部機能障害、小児喘息、その他の疾患（精神疾患を含

む。）を有する児童に関する相談 

障
害
相
談

肢体不自由相談 肢体不自由児、運動発達の遅れに関する相談 

視聴覚障害相談 盲（弱視を含む。）、ろう（難聴を含む。）等視聴覚障害児に関する相談 

言語発達障害等相談 構音障害、吃音、失語等音声や言語の機能障害をもつ児童、言語発達遅滞を有する児童等に関する相談 

重症心身障害相談 重症心身障害児（者）に関する相談 

知的障害相談 知的障害児に関する相談 

発達障害相談 
自閉症、アスペルガー症候群、その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害等の児童に 

関する相談 

非
行
相
談

ぐ犯行為等相談 

虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為、問題行動のある児童、警察署からぐ犯少年

として通告のあった児童、又は触法行為があったと思料されても警察署から法第25 条による通告のない

児童に関する相談 

触法行為等相談 

触法行為があったとして警察署から法第25 条による通告のあった児童、犯罪少年に関して家庭裁判所か

ら送致のあった児童に関する相談（受け付けた時には通告がなくとも調査の結果、通告が予定されている

児童に関する相談もこれに含む） 

育
成
相
談

性格行動相談 
児童の人格の発達上問題となる反抗、友達と遊べない、落ち着きがない、内気、緘黙、不活発、家庭内暴

力、生活習慣の著しい逸脱等性格もしくは行動上の問題を有する児童に関する相談 

不登校相談 
学校及び幼稚園並びに保育所に在籍中で、登校（園）していない状態にある児童に関する相談（非行が主

である場合や精神疾患、養護問題が主である場合等には、そのそれぞれの項に分類する。） 

適性相談 進学適性、職業適性、学業不振等に関する相談 

育児・しつけ相談 家庭内における幼児の育児・しつけ、児童の性教育、遊び等に関する相談 

その他の相談 いずれにも該当しない相談 
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（４）相談・援助活動の体系 

社会診断 心理診断 医学診断 行動診断 

診断の内容 

児童福祉司又は相談員が家

族関係、社会関係における問

題の所在とその背景等につ

いて調査し、具体的に解明し

ていく。 

児童心理司が心理学的諸検

査、面接、観察等を通じて、

児童の人格全体の評価及び

家族の心理学的評価を行う。 

医学的見地から児童、保護者

等の身体的、精神的な状態を

診断評価する。 

一時保護所で、児童の行動観

察及び生活指導を行い、行動

上の特徴や問題点を明らか

にする。 

具体的方法 

１児童、保護者等との面接 

２生活環境調査 

３観察 

１児童、保護者等との面接 

２心理検査 

３観察 

１問診、診察 

２医学的検査 

１行動観察 

２生活場面での面接 

３生活指導 

助言指導・継続指

導・他機関あっせん 
措置指導 施設入所（委託） 福祉事務所送致 家庭裁判所送致等 

助言 

ケースワーク 

カウンセリング 

プレイセラピー 

家族療法  等 

訓戒誓約 

児童福祉司指導 

児童委員指導 

社会福祉主事指導 

知的障害者福祉司指導 

児童福祉施設入所 

指定医療機関委託 

里親委託 

自立援助ホーム委託 

知的障害児福祉司・社会

福祉主事指導 

助産施設・母子生活支援

施設等入所 

家庭裁判所送致 

家事審判請求 

・親権喪失審判 

・後見人選任 

・親権停止審判 

・職務代行者選任 

家族・親戚・知人・近隣・児童本人 

関係機関 

福祉事務所、警察、家庭裁判所、学校、

民生児童委員、主任児童委員、保育園、

幼稚園、医療機関、児童福祉施設、保健

所、保健福祉センター、等 
受理会議 

児童相談所 

（受 付）
緊急一時保護

終結

面接・調査・判定 一時保護 

総合診断（チーム協議） 

援助方針会議（援助方針の決定） 児童処遇審査部会(法 27条) 

<入所児童の指導、家庭との連絡調整> 

乳児院、児童養護施設、児童自立支援施設、児童心理治療施設、福祉型障害児入所

施設、福祉型児童発達支援センター、医療型障害児入所施設 

・児童、保護者等への継続的指導 

・学校、地域等関係機関と連携 

相談の終結、措置解除 
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（５）援助の内容 

援助の種類 内    容 

在
宅
指
導
等

措
置
に
よ
ら
な
い
指
導

助言指導 
1回から数回の助言、指導等の適切な方法により問題が解決すると考えられる児

童、保護者等に対する指導等を行う。 

継続指導 
複雑困難な問題を抱える児童、保護者等を児童相談所に通所させ、あるいは必要

に応じて訪問する等の方法による継続的な指導（治療）を行う。 

他機関あっせん 
他の専門機関において、医療、指導、訓練等を受けることが適当と認められる場

合、児童、保護者等の意向を確認の上、該当機関にあっせんする。 

措
置
に
よ
る
指
導

児童福祉司指導 

複雑困難な家庭環境に起因する問題を有する児童等、援助に専門的な知識技術を

要する場合、児童、保護者等の家庭を訪問し、あるいは必要に応じて通所させる

等の方法により継続的に指導を行う。 

児童委員指導 
問題が家庭環境にあり、児童委員による家族間の人間関係の調整又は経済的援助

等により解決すると考えられるケースについての指導を委託する。 

児童家庭支援 

センター指導 

地理的要件や過去の相談経緯、その他の理由により児童家庭支援センターによる

指導が適当と考えられるケースについての指導を行う。または児童家庭支援セン

ターに指導を委託する。 

知的障害者 

福祉司指導 問題が知的障害に関するもの、貧困その他環境の悪条件等によるもので、知的障

害者福祉司又は社会福祉主事による指導が適当な場合に指導を委託する。 
社会福祉主事指導 

障害者相談支援事業を 

行う者の指導 

障害児及びその保護者であって、地理的要件や過去の相談経緯、その他の理由に

より障害児相談支援を行う者による指導が適当と考えられる事例に対して行う。 

指導の委託 
上記によるもののほか、当該指導を適切に行うことができる者として要件を満た

す者に指導を委託することができる。 

訓戒・誓約 
児童又は保護者に注意を喚起することにより、問題の再発を防止し得る見込みが

ある場合に行う、なお、必要に応じて誓約書を提出させる。 

児童福祉施設入所措置 
家庭での児童の養育が困難な場合、専門的な治療指導者等が必要な場合に児童の

状態に応じて適切な施設を紹介し入所させる。 
指定医療機関委託 

里親、小規模住居型児童養育の委託 
施設よりも一般の家庭環境の中で養育させるのが適当と認められる養護児童を、

登録された里親又は小規模住居型児童養育事業を行う者へ委託する。 

児童自立生活援助の実施 

里親、児童養護施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設を退所した中学卒業

後の児童で、いまだ社会的自立ができていない場合に就職先の開拓や仕事、日常

生活上の相談等の援助を行う。 

福祉事務所送致等 

児童や保護者等を知的障害者福祉司、社会福祉主事に指導させる場合、助産施

設、母子生活支援施設、保育園への入所措置が必要な場合及び15歳以上の児童を

知的障害者援護施設に入所させることが適当な場合に送致、報告、通知を行う。 

家庭裁判所送致 
児童を家庭裁判所の審判に付することが適当と認められる場合や児童の拘束や強

制的措置が必要な場合に行う。 

家庭裁判所に対する 

家事審判の申立て 

児童虐待等の場合で親の同意を得られない場合の施設入所の承認や、親権喪失、

親権停止及び管理権喪失の審判申立て、未成年後見人選任・解任の請求を家庭裁

判所に行う。 
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２ 児童相談所の相談内容 

（１）相談種類別受付件数

令和４年度に児童相談所が受け付けた相談件数は2,535件であり、相談種類別に分類すると、最も

多いのは知的障害相談（949件）で、全体の37.4％を占めている。 

これは主に、療育手帳の交付申請や再判定によるものであり、次に多いのが児童虐待に関する相談

が852件で全体の33.6％を占め、次いでその他の養護に関する相談が352件で全体の13.9％を占めて

いる。 

区別 性別 
計 構成比 

葵区 駿河区 清水区 その他 男 女 

養護相談 
虐待 325 263 239 25 447 405 852 33.6% 

その他 131 88 95 38 195 157 352 13.9% 

保健相談 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

障害相談 

肢体不自由 2 1 1 0 3 1 4 0.2% 

視聴覚障害 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

言語発達障害等 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

重心身障害 6 2 4 0 9 3 12 0.5% 

知的障害 347 308 289 5 673 276 949 37.4% 

自閉症等 0 3 2 0 3 2 5 0.2% 

非行相談 
ぐ犯行為等 30 20 22 5 43 34 77 3.0% 

触法行為等  3 5 13 1 16 6 22 0.9% 

育成相談 

性格行動 41 19 24 2 42 44 86 3.4% 

不登校 5 0 5 1 6 5 11 0.4% 

適正 1 0 0 0 1 0 1 0.1% 

育児・しつけ 2 2 2 0 3 3 6 0.2% 

その他 52 49 49 8 83 75 158 6.2% 

計 945 760 745 85 1,524 1,011 2,535 100.0% 

※（参考）相談種類別受付件数の推移 

令和４年度の相談件数は令和３年度と比べ257件の増加となり、前年度比11％の増加となった。 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

養護（虐待） 465 572 688 655 852 

養護（その他） 563 615 459 356 352 

保健 1 0 3 0 0 

障害 1243 1249 1069 950 970 

非行 66 38 59 82 99 

育成 79 90 73 72 104 

その他 22 21 92 163 158 

計 2,439 2,585 2,443 2,278 2,535 

2439
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2535

2000

2200

2400
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2800
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（２）経路別受付件数  

相談受付件数を経路別に分類すると、最も多いのは家族・親戚からの相談（716件）であり、全体

の28.2％を占める。 

次に多いのが市内福祉事務所からの相談（633件）であり、全体の25.0％を占める。各福祉事務所

からの相談の多くは療育手帳の申請によるものであるが、家庭児童相談室における援助困難ケース

等が児童相談所に送致される場合もある。 

区別 性別 
計 構成比 

葵区 駿河区 清水区 その他 男 女 

都
道
府
県
・

指
定
都
市

児童相談所 37 30 8 15 46 44 90 3.6% 

福祉事務所 226 208 194 5 440 193 633 25.0% 

保健センター 6 4 11 1 11 11 22 0.9% 

その他 3 2 9 0 9 5 14 0.5% 

他
市
町
村

福祉事務所 0 0 0 5 4 1 5 0.2% 

児童委員 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

保健センター 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

児
童
福
祉
施
設

指
定
医
療
機
関

保育所 3 2 3 0 5 3 8 0.3% 

児童福祉施設 9 1 2 2 7 7 14 0.5% 

指定医療機関 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

児童家庭支援センター 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

認定こども園 6 3 3 1 11 2 13 0.5% 

警察署 153 150 182 24 277 232 509 20.0% 

家庭裁判所 6 3 2 2 6 7 13 0.5% 

保
健
所

及
び

医
療
機
関

保健所 1 0 0 0 0 1 1 0.1% 

医療機関 17 20 10 1 21 27 48 1.9% 

学
校
等

幼稚園 0 1 3 0 3 1 4 0.1% 

学校 81 28 38 5 76 76 152 6.0% 

教育委員会等 0 0 1 1 2 0 2 0.1% 

里親 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 

児童委員（通告仲介含む） 0 0 1 0 1 0 1 0.1% 

家族・親戚 273 223 204 16 441 275 716 28.2% 

近隣・知人 89 66 42 6 108 95 203 8.0% 

児童本人 5 1 6 0 3 9 12 0.5% 

その他 31 18 26 0 53 22 75 3.0% 

計 946 760 745 84 1,524 1,011 2,535 100.0% 
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※（参考）経路別受付件数の推移 

 経路別受付件数の過去３年間の推移を示

したのが左表である。 

福祉事務所、警察、学校からの通告が増加

の傾向であり、依然として高い水準である。

（３）年齢別受付件数

 相談受付件数を年齢別に分類すると、子どもの環境が変わり養育上の問題も出てくる幼児期から

小学校就学前後と、療育手帳申請の件数が増える中学校進学前後の時期に受付件数が増加している。 

122 89 104 
189 127 164 161 172 228 

145 112 138 146 169 136 94 96 139 
4 

0
200
400

0歳 5歳 10歳 15歳 18歳
以上

令和 

２年度 

令和 

３年度 

令和 

４年度 

都
道
府
県
・

指
定
都
市

児童相談所 130 80 90 

福祉事務所 578 558 633 

保健センター 11 16 22 

その他 2 8 14 

他
市
町
村

福祉事務所 4 0 5 

児童委員 0 0 0 

保健センター 0 0 0 

その他 0 0 0 

児
童
福
祉
施
設

指
定
医
療
機
関

保育所 8 11 8 

児童福祉施設 17 12 14 

指定医療機関 0 0 0 

児童家庭支援センター 0 0 0 

認定こども園 16 24 13 

警察署 389 438 509 

家庭裁判所 6 15 13 

保
健
所

及
び

医
療
機
関

保健所 3 0 1 

医療機関 44 23 48 

学
校
等

幼稚園 12 21 4 

学校 120 92 152 

教育委員会等 5 8 2 

里親 2 1 0 

児童委員（通告仲介含む） 3 7 1 

家族・親戚 822 683 716 

近隣・知人 203 211 203 

児童本人 10 24 12 

その他 58 46 75 

計 2,443 2,278 2,535 
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（４）相談種類別対応件数 

令和４年度の相談対応件数は2,322件で前年度比104％となっている。 

対応種類別のうち最も多いのは助言指導（1,116件）であり、全体の48.0％を占める。 

このうちの多くをその他の養護に関する相談や知的障害に関する相談が占めている。 

養護 

保
健

障害 非行 育成 

そ
の
他

計児
童
虐
待

そ
の
他

肢
体
不
自
由

視
聴
覚
障
害

言
語
発
達
障
害
等

重
症
心
身
障
害

知
的
障
害

発
達
障
害
等

ぐ
犯
行
為
等

触
法
行
為
等

性
格
行
動

不
登
校

適
性

育
児
・
し
つ
け

対
応
件
数
（
年
度
中
）

面
接
指
導

助言指導 322 267 0 0 0 0 2 391 4 13 1 12 9 0 6 89 1,116

継続指導 389 43 0 0 0 0 0 1 0 48 15 18 1 0 0 0 515 

他機関あっせん 17 20 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 1 0 0 2 44 

児童福祉司指導 3  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

児童委員指導 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

児童家庭支援 

センター指導 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

福祉事務所送致 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 

訓戒・誓約 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

児
童
福
祉
施
設

入所 10 1 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 16 

法27条の3 

家裁送致（再掲）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

通所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

指定医療機関委託 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

里親委託 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 

法27条１項４号 

による家裁送致 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

障害児施設等への 

利用契約 

0 0 0 4 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 

その他 21 22 0 0 0 0 0 426 1 6 1 54 0 1 0 60 592 

計 782 355 0 4 0 0 11 818 5 73 20 85 11 1 6 151 2,322

施設入所待機 

（再掲） 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

未対応件数 118 13 0 0 0 0 1 135 0 7 5 0 0 0 0 7 288 

施設入所待機 

（再掲） 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

※対応種別「その他」には、療育手帳判定資料の提供依頼や関係機関からの照会等が含まれる。 
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※（参考）相談対応件数の推移 

 相談対応件数の過去３年間の推移を示したのが下表である。 

療育手帳の交付申請・再判定の件数が多いため例年助言指導が最も多い。 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

対
応
件
数
（年
度
中
）

面
接
指
導

助言指導 1,312 1,138 1,116 

継続指導 449 403 515 

他機関あっせん 54 55 44 

児童福祉司指導 10 14 3 

児童委員指導 0 0 0 

児童家庭支援 

センター指導 
0 0 0 

福祉事務所送致 20 8 13 

訓戒・誓約 0 0 0 

児
童
福
祉
施
設

入所 13 19 16 

法27条の3 

家裁送致（再掲） 
0 0 1 

通所 0 0 0 

指定医療機関委託 0 0 0 

里親委託 9 3 9 

法27条１項４号 

による家裁送致 
2 0 1 

障害児施設等への 

利用契約 
12 10 13 

その他 552 581 592 

計 2,433 2,231 2,322 

施設入所待機 

（再掲） 
0 0 0 

未対応件数 95 95 288 

施設入所待機 

（再掲） 
0 0 0 

（５）児童福祉施設入所及び里親委託の状況（措置） 

  令和４年度中の児童福祉施設への措置は33件、里親委託は15件となっている。 

乳児院 児童養護施設
障害児入所施設 児童心理 

治療施設 

児童自立 

支援施設 

自立援助 

ホーム 

指定 

医療機関
里親委託 計 

福祉型 医療型 

3 10 6 0 2 2 2 0 15 48 
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（６）児童福祉施設在籍状況（措置/契約） 

令和５年３月31日現在での児童福祉施設の在籍状況は下記のとおりであり、児童養護施設に在籍し

ている児童が最も多い。 

乳児院 児童養護施設 

障害児入所施設 児童心理 

治療施設 

児童自立 

支援施設 

自立援助 

ホーム 

指定 

医療機関
計 

福祉型 医療型 

措置 5 60 14 6 6 11 3 1 106 

契約   2 8    9 19 

（７）一時保護所における保護の状況 

一時保護は、児童相談所長が児童の援助についての最終決定を行うまでの間において、必要がある場

合に実施される。 

その理由、目的としては、保護者の不在、虐待等による緊急保護、行動観察等がある。 

 静岡市では、平成20年４月から一時保護所を開設し、児童の受入れを行っており、令和４年度に一時

保護所において新規に一時保護をした件数は170件であり、延入所日数は5,168日であった。 

ア 一時保護児童数の推移 

イ 年齢別入所状況 

一時保護所入所児童の年齢別入所状況は以下のとおりであり、中学生の件数が多くなっている。なお、

一時保護所は原則として２歳以上の児童を対象とし、２歳未満の児童は乳児院等に一時保護委託をし

ている。 

156
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ウ 相談種類別入所状況 

令和４年度に一時保護所を退所した児童の相談種類別入所状況は下表のとおりであり、虐待を主

訴とする児童が全体の５割を占め、養護相談と合わせて全体の約８割を占めている。 

養護 

（虐待） 

養護 

（その他） 

障害 非行 育成 その他 計 

件数 77 53 0 30 10 0 170 

延入所日数 2,307 1,395 0 806 660 0 5,168 

平均入所日数 30.0 26.3 0.0 26.9 66.0 0.0 30.4 

エ 保護児童の援助状況 

 一時保護所入所児童の援助状況は下表のとおりであり、帰宅（家庭引取り）が約７割を占めている。 

件数 構成比 

施設入所 24 14.1% 

里親委託 ４ 2.4% 

他の児童相談所等に移送 ７ 4.1% 

帰宅 117 68.8% 

その他 18 10.6% 

計 170 100.0% 

オ 月別在籍人数の経過 

令和４年度は新たに163人の児童が一時保護されており、月平均では13.6人となる。 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計 

初日在籍人数 7 12 12 9 19 17 13 10 13 11 16 18   

当月入所人数 13 11 11 15 10 18 11 9 13 19 21 12 163 

当月退所人数 8 11 14 5 12 22 14 6 15 14 19 16 156 

月末在籍人数 12 12 9 19 17 13 10 13 11 16 18 14   

※月末在籍人数＝初日在籍人数＋当月入所人数－当月退所人数 

カ 保護児童の入所期間の状況 

０～１週 ～２週 ～３週 ～４週 ～２ヶ月 ２ヶ月以上 計 

件数 52 30 20 11 27 30 170 

構成比 30.6% 17.6% 11.8% 6.5% 15.9% 17.6% 100.0% 

（８）一時保護委託の状況 

児童の一時保護は、特別の事情がない限り一時保護所の利用を原則としている。 

しかし、要保護児童の発見状況、児童の年齢・心身の状況から、一時保護所以外の社会資源を活用

し、一時保護を他機関に委託することがある。 

養護

（虐待）, 

45.3%養護

(その他), 

31.2%

非行, 

17.6%

育成, 

5.9%

施設入所, 
14.1%

里親委託, 
2.4%

他の児相等

に移送, 
4.1%帰宅, 

68.8%

その他,20.8%

14



ア 新規委託児童の推移

 令和４年度に一時保護所以外の機関で新たに一時保護をした件数は123件であり、令和３年度と比較す

ると48件の増加となっている。 

イ 年齢別委託件数 

一時保護委託児童の年齢別委託状況は以下のとおりであり、約半数が３歳児以下となっている。 

ウ 相談種類別委託状況

86

64 65
75

123

30
50
70
90

110
130

30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

35
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11
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10

20
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40

０歳 ３歳 ６歳 ９歳 １２歳 １５歳 １８歳

以上

養護(虐待), 
44%

養護(その他）, 
52%

1%, 非行
育成, 
3%

養護（虐待） 養護（その他） 障害 非行 育成 その他 計 

件数 92 24 0 7 0 0 123

延入所日数 2,637 568 0 134 0 0 3,339

平均入所日数 28.7 23.7 0.0 19.1 0.0 0.0 27.1
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エ 一時保護委託先 

一時保護委託先は、児童福祉施設及び里親で７割以上を占めており、全体の一時保護委託の平均日

数は27.1日となっている。 

  病院等 児童福祉施設 里親 計 

件数 30 38 55 123 

延委託日数 589 800 1,950 3,339 

平均委託日数 19.6 20.1 35.5 27.1 

オ 一時保護委託の援助状況

一時保護委託の入所児童の援助状況は下表のとおりである。

件数 構成比 

施設入所 24 19.5% 

里親委託 20 16.3% 

他の児童相談所等に移送 1 0.8% 

帰宅 30 24.4% 

その他 48 39.0% 

計 123 100.0% 

施設入所, 19.5%

里親委託, 16.3%

他の児相等に移送, 
0.8%

帰宅, 24.4%

その他, 39.0%
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３ 相談種類別の内容 

（１）養護相談 

父又は母等保護者の家出、失踪、死亡、離婚、入院、稼働及び服役等による養育困難児、棄児、迷

子、虐待を受けた子ども、親権を喪失した親の子、後見人を持たぬ児童等環境的問題を有する子ど

も、養子縁組に関する相談のことである。

ア 受付件数の推移 

令和４年度の養護相談（虐待相談を含む）は 

1,137件を受付しており、依然として高い水準である。 

イ 経路別受付件数 

受付件数を相談経路別に分類すると、最も多いのは警察署からの293件となっており、次いで多い

のが家族・親戚からの275件となっている。

男 女 計 割合 

都道府県・指定都市 86 69 155 13.6% 

他市町村 3 0 3 0.3% 

児童福祉施設・指定医療機関 4 3 7 0.6% 

認定こども園 11 2 13 1.1% 

警察署 159 134 293 25.8% 

家庭裁判所 0 0 0 0.0% 

保健所・医療機関 21 27 48 4.2% 

学校等 83 75 158 13.9% 

里親 0 0 0 0.0% 

児童委員 1 0 1 0.1% 

家族・親戚 142 133 275 24.2% 

近隣・知人 75 68 143 12.6% 

児童本人 3 8 11 1.0% 

その他 21 9 30 2.6% 

計 609 528 1,137 100.0% 

ウ 年齢別受付件数 

受付件数を年齢別に分類すると未就学児の相談件数が多くなっている。
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都道府県・指定

都市, 13.6%

児童福祉施設・

指定医療機関, 
0.6%

認定こども園

1.1%

警察署, 
25.8%

保健所・医療

機関, 4.2%

学校等, 
13.9%

児童委員（通告

仲介を含む）, 
0.1%

家族・親戚, 
24.2%

近隣・知人, 
12.6%

児童本人, 1.0%
その他, 2.6%
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エ 対応別件数 

令和４年度の養護相談の対応件数は1,137件である。 

最も多いのが助言指導の589件（51.8％）で次いで、継続指導の432件（38.0％）が続いている。 

件数 割合 

助言指導 589 51.8% 

継続指導 432 38.0% 

他機関あっせん 37 3.2% 

児童福祉司指導 3 0.3% 

児童委員指導 0 0.0% 

福祉事務所送致 13 1.1% 

訓戒・誓約 0 0.0% 

施設入所 11 1.0% 

施設通所 0 0.0% 

指定医療機関委託 0 0.0% 

里親委託 9 0.8% 

障害児施設等の利用契約 0 0.0% 

その他 43 3.8% 

計 1,137 100.0% 

オ 相談理由別対応件数 

 対応件数1,137件を対応種別及び相談理由別に分類したのが下表である。 

相談理由としては家庭環境によるものが1,091件と最も多いが、そのうち782件が虐待によるもの

である。 

家出 

（失踪含む） 
死亡 離婚 

傷病 

(入院) 

家庭環境 
その他 計 

虐待 その他 

児童福祉施設入所 0 0 0 1 10 0 0 11 

里親委託 0 0 0 0 0 1 0 1 

面接指導 1 0 0 28 728 292 9 1058 

その他  0 0 2 5 36 16 0 59 

計 1 0 2 34 782 309 9 1,137 

※面接指導とは、助言指導、継続指導、他機関あっせんの合計である。

助言指導, 
51.8%

継続指導, 
38.0%

他機関あっ

せん, 3.2%

児童福祉司

指導, 0.3%

福祉事務所

送致, 1.1% 施設入

所, 1.0%里親委託, 
0.8%

その他, 
3.8%
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都道府県・指

定都市, 12.5% 認定こども

園, 1.4%

警察署, 
33.6%

保健所・医療機関, 
4.3%

学校等, 
12.3%

児童委員

（通告仲介

を含む）, 
0.0%

家族・親戚, 
14.3%

近隣・知人, 
17.3%

児童本人, 
0.8%

その他, 2.6%

（２）虐待に関する相談 

児童虐待とは、保護者等がその監護する18歳未満の児童に対して行う、身体的虐待、性的虐待、ネグ

レクト（保護の怠慢・拒否）及び心理的虐待を指す。 

  児童虐待は、児童の心身の成長及び人格の形成に重大な影響を与えるとともに、次の世代に引き継が

れるおそれもあるものであり、児童に対する最も重大な権利侵害であるため、早期発見と早期対応が重

要である。 

ア 受付件数の推移 

令和４年度の児童虐待に関する相談の 

受付件数は782件となっている。 

イ 経路別受付件数 

   受付件数を相談経路別に分類すると、最も多いのは警察からで263件となっており、全体の33.6％

を占める。 

次いで多いのは近隣・知人からで135件で17.3％である。 

男 女 計 割合 

都道府県・指定都市 49 49 98 12.5% 

他市町村 3 0 3 0.4% 

児童福祉施設・指定医療機関 2 2 4 0.5% 

認定こども園 10 1 11 1.4% 

警察署 144 119 263 33.6% 

家庭裁判所 0 0 0 0.0% 

保健所・医療機関 15 19 34 4.3% 

学校等 49 47 96 12.3% 

里親 0 0 0 0.0% 

児童委員（通告仲介を含む） 0 0 0 0.0% 

家族・親戚 55 57 112 14.3% 

近隣・知人 74 61 135 17.3% 

児童本人 3 3 6 0.8% 

その他 14 6 20 2.6% 

計 418 364 782 100% 
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ウ 年齢別受付件数

エ 対応別件数 

   令和４年度の虐待相談の対応件数は782件であり、継続指導389件（49.7％）と助言指導322件

（41.1％）で全体の約９割を占めている。 

件数 

助言指導 322 

継続指導 389 

他機関あっせん 17 

児童福祉司指導 3 

児童委員指導 0 

福祉事務所送致 12 

訓戒・誓約 0 

施設入所 10 

施設通所 0 

指定医療機関委託 0 

里親委託 8 

障害児施設等利用契約 0 

その他 21 

計 782 

オ 主たる虐待者

主たる虐待者のうち、最も多いのは実母からの400件で、全体の５割以上を占めている。 

件数 

実父 320 

実父以外の父親 34 

実母 400 

実母以外の母親 1 

その他 27 

計 782 

42 20 21 25 21 31 30 23 33 23 28 30 28 19 19 11 10 4

30
35 24 30 24 17 23 22 25 14 15 24 8 23 18 11

12 8
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100 女

男

助言指導, 
41.18%

継続指導, 
49.74%

他機関

あっせん, 
2.17%

児童福祉司

指導, 0.38%

福祉事務所

送致, 1.53%
施設入所, 

1.28%
里親委託, 

1.02% その他, 
2.69%

実父, 
40.92%

実父以外の父親, 
4.35%

実母, 
51.15%

実母以外の母親, 
0.13%

その他, 
3.45%
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カ 虐待種別・被虐待児の年齢

  ３歳未満 ３歳～学齢前 小学生 中学生 高校他 計 

身体的虐待 22 44 88 31 13 198 

性的虐待 0 2 4 6 1 13 

心理的虐待 111 117 144 47 15 434 

ネグレクト 39 38 37 17 6 137 

計 172 201 273 101 35 782 

キ 施設入所の内訳 

 虐待を理由として令和４年度に施設入所措置を行った10件を施設の種類及び虐待種別で分類した

ものが下表である。 

入所先は児童養護施設、児童心理治療施設、その他障害児施設等であった。 

  身体的虐待 性的虐待 心理的虐待 ネグレクト 計 

児童養護施設 2 0 1 0 3 

乳児院 1 0 0 1 2 

児童心理治療施設 1 0 0 0 1 

児童自立支援施設 0 0 0 1 1 

その他障害児施設等 1 1 0 1 3 

身体的, 
25.3%

性的, 1.7%

心理的, 55.5%

ネグレクト, 
17.5%

児童養護施設, 
30.0%

乳児院, 
20.0%

児童心理治療施設, 
10.0%

児童自立支援施設,10.0%

その他障害児施設等, 
30.0%
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（３）障害相談

障害相談とは、肢体不自由児、視聴覚障害児、言語機能障害児、重症心身障害児、知的障害児、発

達障害児（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害等）などに関する相談のことである。 

ア 相談種類別受付件数の推移 

令和４年度の障害相談の受付件数は970件であり、その中で知的障害相談が949件と大半を占めて

いる。 

  令和２年度 令和３年度 令和４年度 

肢体不自由 4 3 4 

視聴覚障害 0 0 0 

言語発達障害等 0 0 0 

重症心身障害 15 10 12 

知的障害 1,040 848 949 

発達障害 10 23 5 

計 1,069 884 970 

イ 経路別受付件数 

受付件数を相談経路別に分類すると、最も多いのは都道府県・指定都市（市内各福祉事務所を含む）

からが597件で、全体の約５割を占めているが、この大半は療育手帳判定の申請に関するものである。 

次に、家族・親戚が330件で、この多くは判定資料の提供依頼や障害者施設受給者証の支給申請で

あり、全体の約４割を占めている。

男 女 計 

都道府県・指定都市 419 178 597 

他市町村 0 0 0 

児童福祉施設・指定医療機関 0 0 0 

警察署 0 0 0 

家庭裁判所 0 0 0 

保健所・医療機関 0 1 1 

学校等 0 0 0 

里親 0 0 0 

児童委員（通告仲介を含む） 0 0 0 

家族・親戚 237 93 330 

近隣・知人 3 0 3 

児童本人 0 0 0 

その他 29 10 39 

計 688 282 970 

肢体不自

由, 0.34%

重症心身

障害, 
1.13%

知的障害, 
95.93%

発達障害, 
2.60%

都道府県・

指定都市, 
53.2%

学校等, 
0.2%

里親, 0.1%

家族・親戚, 
42.5%

近隣・知人, 
0.1%

その他, 
3.4%
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ウ 年齢別受付件数 

障害相談の大半を占めるのは療育手帳の判定やそれに伴う資料提供依頼であることから、就学時

期、進学時期、就労を控えた時期の年齢層の相談件数が高い傾向にある。 

エ 対応別件数 

   令和４年度の障害相談の対応件数は838件であり、このうち助言指導が半数程度を占めているが、

この多くは療育手帳の判定である。 
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件数 

助言指導 397 

継続指導 1 

他機関あっせん 0 

児童福祉司指導 0 

児童委員指導 0 

福祉事務所送致 0 

訓戒・誓約 0 

施設入所 0 

施設通所 0 

指定医療機関委託 0 

里親委託 0 

障害児施設等利用契約 13 

その他 427 

計 838 

助言指導

47.4%

継続指導

0.1%

障害児施設

等の利用契

約

2%

その他

51%
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（４）非行相談 

非行相談は、ぐ犯行為等相談（虚言癖、浪費癖、家出、浮浪、乱暴、性的逸脱等のぐ犯行為若しく

は飲酒、喫煙等の問題行動がある児童の相談）と触法行為等相談（触法行為があったとして警察署か

ら法第25条による通告のあった児童等の相談）の２種類に分けられる。

ア 相談種類別受付件数の推移

令和４年度の非行相談件数は99件であり、ぐ犯行為等相談が77件、触法行為等相談が22件で 

あった。 

  平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

ぐ犯 41 14 48 66 77 

触法 25 24 11 17 22 

計 38 66 38 83 99 

イ 経路別受付件数

受付件数を相談経路別に分類すると最も多いのは警察署の83件であり、全体の半分以上を占めて

いる。 

ウ 年齢別受付件数

受付件数を年齢別に分類すると、小学生高学年から中学生までが大半を占めている。

0
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女

男 女 計 

都道府県・指定都市 1 8 9 

他市町村 0 0 0 

児童福祉施設・指定医療機関 0 0 0 

警察署 52 31 83 

家庭裁判所 0 0 0 

保健所・医療機関 0 0 0 

学校等 0 0 0 

里親 0 0 0 

児童委員（通告仲介を含む） 0 0 0 

家族・親戚 6 1 7 

近隣・知人 0 0 0 

児童本人 0 0 0 

その他 0 0 0 

計 59 40 99 

都道府県・

指定都市, 
7.2%

警察署, 
83.1%

家族・親戚, 
8.4%

児童本人, 
1.2%
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エ 対応別件数

令和４年度の非行相談の対応件数は93件であり、内訳はぐ犯が73件、触法が20件となっており、最

も多いのは継続指導の63件となっている。 

ぐ犯 触法 件数 

助言指導 13 1 14 

継続指導 48 15 63 

他機関あっせん 4 0 4 

児童福祉司指導 0 0 0 

児童委員指導 0 0 0 

福祉事務所送致 0 0 0 

訓戒・誓約 0 0 0 

施設入所 2 2 4 

施設通所 0 0 0 

指定医療機関委託 0 0 0 

里親委託 0 0 0 

家庭裁判所送致 0 1 1 

障害児施設等の利用契約 0 0 0 

その他 6 1 7 

計 73 20 93 

（５）育成相談 

育成相談は、性格行動相談（落ち着きがない、緘黙、家庭内暴力、生活習慣の逸脱等）、不登校相

談、適性相談（進学適性、職業適性等）及び育児・しつけ相談に分類される。

ア 相談種類受付件数の推移

 令和４年度の育成相談の受付件数は104件であり、その内訳は性格行動相談が86件と最も多い。 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

性格行動 53 65 52 58 86 

不登校 19 18 10 7 11 

適性 1 0 0 9 1 

育児・しつけ 6 7 11 0 6 

計 79 90 73 74 104 性格行動, 
82.7%

不登校, 
10.6%

適性, 
1.0%

助言指導, 
15.1%

継続指導, 67.7%

他機関あっせん, 
4.3%

児童福祉司指導, 
4.9%

施設入所, 4.3%
家庭裁判所

送致, 1.1%

その他, 
7.5%
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イ 経路別相談件数 

 受付件数を相談経路別に分類すると最も多いのは家族・親戚からの相談で、全体の８割を占める。 

ウ 年齢別相談件数

受付件数を年齢別に分類すると、13歳が15件と最も多く、次いで12歳が12件となっている。 
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男 女 計 

都道府県・指定都市 1 2 3 

他市町村 0 0 0 

児童福祉施設・指定医療機関 3 5 8 

認定こども園 0 0 0 

警察署 0 0 0 

家庭裁判所 0 0 0 

保健所・医療機関 0 2 2 

学校等 1 0 1 

里親 0 0 0 

児童委員（通告仲介を含む） 0 0 0 

家族・親戚 46 42 88 

近隣・知人 0 0 0 

児童本人 0 1 1 

その他 1 0 1 

計 52 52 104 

都道府県・指定都市, 
2.9%

児童福祉施設・

指定医療機関, 
7.7%

学校等, 
1.0%

家族・親

戚, 84.6%

その他, 
1.0%
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エ 対応件数

令和４年度の育成相談の対応件数は103件で、助言指導が27件と最も多い。

 件数 

助言指導 27 

継続指導 19 

他機関あっせん 1 

児童福祉司指導 0 

児童委員指導 0 

福祉事務所送致 0 

訓戒・誓約 0 

施設入所 1 

施設通所 0 

指定医療機関委託 0 

里親委託 0 

障害児施設等の利用契約 0 

その他 55 

計 103 

助言指導, 26.2%

継続指導, 18.4%

他機関あっせん, 1.0%

施設入所, 1.0%

その他, 53.4%
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４ 児童相談所職員の活動状況 

（１）児童福祉司及び相談員 

児童福祉司や相談員は、子どもの福祉に関する相談に応じ、児童本

人、保護者、関係者等に必要な支援、指導、関係調整等を行う。 

調査・社会診断とは、児童福祉司（ケースワーカー）や相談員等が、

面接、電話、文書照会等により行った調査・指導のことである。 

  令和４年度に行った調査・社会診断は18,577件である。 

（２）児童心理司 

児童心理司は、子どもや保護者等の相談に応じ、診断面接、心理検査、観察等によって、子どもや 

保護者等への診断や心理療法、カウンセリング等の指導を行う。 

令和４年度には下表のとおり活動を行い、その多くが虐待に関するものである。 

調査・社会診断 

児童 1,604 

虐待(再掲) 1,103 

非行(再掲) 212 

保護者 4,865 

虐待(再掲) 3,385 

非行(再掲) 447 

その他 12,108 

虐待(再掲) 8,904 

非行(再掲) 619 

計 18,577 

虐待(再掲) 13,392 

非行(再掲) 1,278 

心理診断指導 心理療法・ 

カウンセリング等知能検査 発達検査 人格検査 その他 面接・観察 

児童 553 539 130 186 1,028 1,175 

虐待(再掲) 93 51 79 123 384 709 

非行(再掲) 24 6 25 27 116 232 

保護者 410 473 7 27 513 281 

虐待(再掲) 10 19 2 8 63 154 

非行(再掲) 3 4 0 0 15 60 

その他 6 19 0 8 36 179 

虐待(再掲) 3 10 0 7 23 100 

非行(再掲) 0 1 0 1 2 23 

計 969 1,031 137 221 1,577 1,635 

虐待(再掲) 106 80 81 138 470 963 

非行(再掲) 27 11 25 28 133 315 
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（３）医学的診断の実施状況 

児童相談所には４名の嘱託医がおり、援助困難ケースについての助言や、児童の診察指導を必要に応

じて実施している。令和４年度には下表のとおりの活動を行った。 

 診察・指導 医学的検査 その他 計 

児童 57 0 0 57 

虐待(再掲) 36 0 0 36 

非行(再掲) 11 0 0 11 

保護者 13 0 0 13 

虐待(再掲) 8 0 0 8 

非行(再掲) 2 0 0 2 

その他 10 0 0 10 

虐待(再掲) 6 0 0 6 

非行(再掲) 0 0 0 0 

計 80 0 0 80 

虐待(再掲) 50 0 0 50 

非行(再掲) 13 0 0 13 

（４）里親 

里親は、「養育里親及び厚生労働省令で定める人数以下の要保護児童を養育することを希望する者で

あって、養子縁組によって養親となることを希望する者、その他のこれに類する者として厚生労働省令

で定めるもののうち、都道府県知事が第27条第１項第３号の規定により児童を委託する者として適当

と認めるもの」（児童福祉法第６条の４）と定義され、養育里親、養子縁組里親、親族里親の３つに区

分される（養育里親には専門里親も含まれる）。 

  さまざまな事情により家庭で暮らすことのできない児童を受け入れ、里親家庭で温かく養育してい

くのが里親制度であり、近年児童虐待が増加していく中で、施設での養育だけでなく、社会的養護とし

ての里親養育は、さらにその重要性を増している。 

そこで、里親家庭支援業務を効果的に実施するため、平成23年度には、NPO法人静岡市里親家庭支援

センターに同業務の一部を委託し、25年度からは委託業務を拡大した。 

ア 里親登録数

 令和４年度は新たに９世帯が里親登録し、令和４年度末の里親登録数は113世帯となっており、内

訳では養育里親が106世帯と最も多い。 

また、専門里親（要保護児童のうち、児童虐待等により心身に有害な影響を受けた児童や、非行等

の問題を有する児童、身体障害、知的障害等がある児童を養育する里親）が７世帯登録されている。 

令和３年度末 
令和４年度

中新規 

令和４年度

中取消 
令和４年度末 養育里親 

親族里親 
養子縁組 

里親 
（）内は兼任含養育里親 

専門里親 

(再掲) 

登録里親数 107 9 3 113 106 7 3 4（29） 
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イ 児童を受託している里親数 

 児童相談所管内の里親のうち、令和４年度に新たに児童を受託したのは９世帯であり、令和４年度

末に児童が委託されている里親は45世帯である。 

 令和３年度末 
令和４年度 

新規委託 

令和４年度 

委託取消 

令和４年度末 

現  在 

児童が委託されている里親数 42 9 6 45 

※複数種類の里親として児童が委託されているものについても、１件として計上 

※他の児童相談所から措置児童を委託されている里親についても計上 

ウ 里親に委託されている児童数 

   児童相談所が令和４年度に新たに里親委託をした児童は15名であり、令和４年度末には55名の児

童を里親に委託している。 

 ０歳 １～６歳 ７～12歳 13～15歳 16歳以上 計 

里親に委託されている児童 男 0 9 7 1 9 26 

女 2 6 11 4 6 29 

計 2 15 18 5 15 55 

エ 静岡市里親家庭支援センターへの委託事業 

（ア）里親制度普及促進事業 

事業名 令和４年度実績 

普
及
促
進
事
業

相談及び 

広報活動 

・里親制度の問合せ 215件 

・里親申請に関する相談面接 38件 

・出前講座 大学、民児協等 ６回（参加者413名） 

・制度説明・相談コーナー ３回（参加者43名） 

・普及啓発活動 配布チラシ2,600枚 

・報道取材対応 テレビ・新聞・ラジオ等 ３回 

・視察、報道取材対応 12団体 

・里親カフェ ６カ所（参加者33名） 等 

里親月間 

記念行事 

開催事業 

・記念講演会 10月15日（土）アイセル21 講師：北川 聡子 氏、 

  参加者95名(静岡市内外の里親、一般市民、学生、行政関係者 等） 

・１日里親体験会 10月29日（土） 日本平動物園 

 参加者：大人23名（一般、申請者、里親等） 

子ども14名（静岡ホーム幼児、里子等） 
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里
親
研
修
事
業

養育 

スキルアップ 

養育援助事業 

・４講座４回 144名 

養育里親研修 

・基礎研修の実施 

初期面接 述べ54名 

DVD研修 11名 

施設講義（乳児院） 22名 

・認定前研修の実施 

 講義（６時間） 24名 

 講義（サロン） 21名 

 静岡ホーム（３時間） 15名 

 静岡ホーム（６時間） 21名 

静岡乳児院（６時間） ０名 

・更新研修の実施 

 講義 13名 

・乳児受託前実習の実施 

 静岡乳児院（30時間） ４名 

 里親宅（30時間） ２名 

専門里親研修 

・更新研修の実施 

 母子愛育会 ３名（通信教育）・令和４年11月６日～７日事例検討 

講師：母子愛育会 

養子縁組里親 
・新規登録時・基礎研修 ０名 

・登録前研修 16名 
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（イ）里親委託推進・支援事業 

事業名 令和４年度実績 

里
親
委
託
支
援
事
業

自立支援計画

作成 
・新規計画作成12件 定期的な見直し17件  

レスパイト、 

ショートルフ

ラン円滑化事

業 

・静岡乳児院研修会（令和４年11月１日） 

・静岡ホーム研修会（令和４年８月１日、８月31日）35名 

・ショートルフラン実施 

 静岡ホーム 対象児童延べ104名 延べ282日 

・レスパイト実施 

 対象里親31組、対象児童42名 67日分 

養育援助事業 
・延べ33日 

 対象里親19組、対象児童18名 

里親賠償責任 

保険事業 

・里親45組 児童61名（12歳以上32名） 

・里親委託（措置）45件 

・短期里親（ショートルフラン・レスパイト）156件 

里親委託推進

業務 

・新規里親委託に関する連絡調整 

・一時保護委託68名 

・新規委託14名 

・里親からの相談、連絡調整 

・児童相談所とのケース会議 

・ケースワーク補助（面接・訪問・送迎等） 

・措置解除児童１名 

訪
問
支
援
事
業

里親相談員に

よる訪問等支

援事業 

・相談員による訪問等による相談、支援59件 

・相談員会議開催 年10回 

・相談員研修 ２回 22名 

新規里親家庭

等訪問支援事

業 

・新規受託里親に対する訪問支援 70件 

センターによ

る随時訪問支

援事業 

・推進員・支援員の訪問等による相談・支援 318件 

相
互
交
流
事
業

里親サロン ・５回 延べ参加人数 53名 

里親 

ちびっこ 

合同サロン 

・令和４年６月20日（日）ボーリング大会 参加人数66名 

・令和５年２月23日（木）里父子で行く動物園 参加人数45名 

・令和４年11月３日（木）秋のキャンプ 参加人数 108名 

・令和４年12月11日（日）クリスマス会 参加人数 126名 

里
親
推
進
委
員
会

里親委託推進 

委員会の開催 
・令和５年２月22日に開催 
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オ 里親会事業 

  内    容 

総会及び役員会 
総 会：令和４年５月22日（オンラインによる開催） 

役員会：年３回（５月11日、７月26日、３月30日） 

里親・里子のための親睦事業 

新入生お祝い会 

日 時：令和４年７月３日 

場 所：静岡市駿河区聖一色486-１（グラッチェハンバーグ店） 

内 容：寄贈者オーナーによる食事の提供 

参加者：11名 

リサイクル交換会 

日 時：令和４年11月17日 

場 所：児童相談所 

参加者：19名 

研修・大会への参加 

第68回関東甲信越静里親研究協議会やまなし大会への参加 

日 時：令和４年10月９日（日） 

会 場：山梨学院大学 山梨学院短期大学 

第67回全国里親大会やまなし大会への参加 

日 時：令和４年10月８日（土） 

オンラインによる参加 

各地域里親会との研修・交流会 

 日 時：令和５年３月11日 

場 所：アイミティ浜松 

参加者：40名（浜松市里親会・浜松市職員・静岡市里親会） 

第14回児童虐待防止 静岡の集い 

 講演会動画配信 

 (５)児童処遇審査部会 

  児童処遇審査部会の所掌事項は、児童福祉法第27条第６項の「児童相談所に対する意見具申」及び

児童福祉法第６条の４及び同法施行令第29条の「里親の認定」である。 

児童を取り巻く問題は年々複雑化、多様化しているため、児童相談所の援助方針と児童や保護者の

意見が一致せず援助が困難になった児童の措置等についての意見具申や里親の適否について、多方面

からの意見を取り入れている。 

ア 開催状況  

第１回 令和４年６月22日（水） 意見具申０件、里親認定２件、報告事項２件 

第２回 令和４年９月７日（水） 意見具申０件、里親認定２件、報告事項２件 

第３回 令和４年12月14日（水） 意見具申０件、里親認定１件、報告事項３件 

第４回 令和５年３月８日（水） 意見具申０件、里親認定４件、報告事項４件 

イ 構成委員 

   学識経験者（大学教授）、医師、弁護士、小学校長、社会福祉法人職員の５人構成 

33



(６）研修実績 

ア 所内研修

開催日 内容・講師・場所 
参加 

人数 

４/８ 

４/12 

４/13 

４/15 

４/22 

５/12 

５/20 

６/９ 

６/28 

７/５ 

●児童相談所実務研修（新任研修）（10回） 

 講師：児童相談所職員等 

 場所：静岡市児童相談所 

※令和４年度は関係機関職員の参加を含む。 

37人 

35人 

10人 

33人 

35人 

28人 

22人 

32人 

21人 

18人 

４/14、５/26 

６/23、７/14 

８/４、８/18 

９/８、９/22 

10/13、10/27 

11/17、12/８ 

12/22、１/12 

１/26、２/16 

３/９ 

●児童相談所所内事例検討（全17回） 

講師：心理相談室 樹 

    室長  平岡 篤武 氏 

 場所：静岡市児童相談所 

各回 

6-7人 

出席 

７/29 

９/30 

10/28 

11/25 

12/23 

●面接スキル研修（全５回） 

講師：児童相談所職員 

場所：静岡市児童相談所 

＊令和４年度は新型コロナウイルスの影響により、各児童相談所単位で開

催したため、所内研修として報告 

８人 

６人 

６人 

６人 

４人 

２/22 ●治療的アセスメントに関する研修 

 内容：治療的アセスメントの基礎、実践報告 

 講師：常葉大学短期大学部保育科  

    教授  西田 泰子 氏 

20人 
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イ 県内研修

主催 開催日 内容・講師・場所 
参加 

人数 

静岡県、浜松市、静

岡市で共同開催 

４/25 

５/13 

５/19 

５/31 

６/７ 

６/10 

●児童福祉司任用前講習会等合同研修（全５回）＋１回 

 内容：児童相談業務における基礎的知識及び対応技術 

 講師：県児童相談所職員等 

 場所：静岡県男女共同参画センター「あざれあ」 

４人 

静岡市子ども家庭

課

６/２ ●令和４年度児童相談業務に従事する職員研修

「業務研修Ⅰ」

内容：

① 要保護児童対策地域協議会・養育支援訪問事業

② 保健福祉センター業務

③ 家庭児童相談業務

④ 児童相談所業務・一時保護

⑤ 障害者手帳・障害福祉サービス

⑥ 生活保護制度・婦人相談

⑦ 学校の現状・児童生徒支援課の役割

⑧ 子ども若者相談センター業務

場所：清水庁舎 

７人

静岡県、浜松市、静

岡市で共同開催 

７/25 

７/28 

８/９ 

８/16 

９/13

●児童福祉司任用後研修

内容：子ども虐待対応他

講師：県児童相談所職員等

場所：静岡県男女共同参画センター「あざれあ」

＊9/13のみ藤枝総合庁舎 

３人

静岡県東部児童相

談所

７/14 ●令和 4 年度静岡県児童相談所児童心理司等研修会

内容：愛着障害と発達障害 社会的擁護児童への支援 

講師：和歌山大学教育学部心理学教室  

教授 米澤 好史 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

１人

静岡市子ども家庭

課

８/18 ●令和４年度児童相談業務に従事する職員研修

「業務研修Ⅱ」

内容：発達障害が疑われる保護者への関わり方について

講師：静岡市発達障害者支援センターきらり

   稲葉 俊彦 氏

場所：城東保健福祉センター 

５人
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静岡県くらし交通

安全課

① ９/５ 

② 10/22 

③ 11/５ 

④ 11/26

●性暴力被害者のための支援者養成研修会

内容：全４回 （うち３回受講）

①性暴力被害者の実態とその影響 他

②被害者支援に関わる法知識 他

③性犯罪事件の現状 他

④性暴力被害者支援の基本的姿勢・留意点 他

場所：①札の辻クロスホール

②③④静岡県庁別館会議室

１人

静岡県警察本部 ９/12 

 ～ 

９/13 

●児童からの聴取技法研修会

内容：児童からの聴取技法

講師：立命館大学 OIC 総合研究機構

   教授 仲 真紀子 氏

場所：静岡県総合研修所もくせい会館

１人

静岡市子ども家庭

課 

10/４ ●令和４年度第１回児童相談業務に従事する職員研修 

「スーパービジョン（事例検討会）」 

内容：事例検討 他 

場所：城東保健福祉センター 

１人 

静岡県富士健康福

祉センター 

10/５ ●令和４年度思春期保健研修会 

内容：性の多様性について（LGBTQ+） 

講師：しずおかLGBTQ＋代表理事 細川 知子 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

６人 

静岡市こころの健

康センター 

10/12 ●令和４年度依存症問題研修会 

内容：『見える傷』の背後にある『見えない傷』を考 

える～家族の全体像を描く～ 

講師：国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セン 

ター 精神保健研究所薬物依存研究部部長/ 

病院薬物依存症センター長 松本 俊彦 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

30 人 

静岡県こども家庭

課

10/25 ●令和４年度警察と児童相談所等との合同研修会

内容：臨検・捜索演習 他 

場所：静岡県警察学校

３人

静岡県精神保健福

祉センター 

12/26 ●令和４年度静岡県こころの緊急支援活動研修会 

内容：ストレス障害の基礎知識 他 

講師：静岡県精神保健福祉センター所長  

内田 勝久 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

２人 
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静岡市福祉総務課 ２/１ ●重層的支援体制整備事業研修会  

内容：重層的支援体制整備事業の概要・包括的相談支 

援事業及び多機関連携事業について 

講師：（一社）コミュニティーネットハピネス 

代表理事 土屋 幸己 氏 

場所：駿河区役所 

１人 

静岡市こころの健

康センター 

２/１ ●令和４年度認知療法研修会 

「ケアの質は対話で決まる～認知行動療法に学ぶ 

対話スキル～」 

内容：ケアのためのコミュニケーションスキルを学ぶ 

講師：独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター 

認知行動療法センター  

特命部長 堀越 勝 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

７人 

静岡県こども家庭

課 

２/10 ●令和４年度DV対応部門・児童虐待防止部門合同研修会 

内容：DV対応部門と児童虐待対応部門の現場対応、 

連携上の課題解決 

講師：東京都福祉保健局児童福祉センター児童相談 

専門員 影山 孝 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

３人 

静岡県西部児童相

談所 

２/13 ●令和４年度 

第２回静岡県児童相談所児童心理司等研修会 

内容：応用行動分析を学び、ケースを理解する 

講師：鳥取大学大学院医学系研究科 臨床心理学講座 

   教授 井上 雅彦 氏  

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

８人 

静岡県こども家庭

課 

２/20 ●第22回静岡県社会福祉研究会（児童福祉分野） 

内容：社会的養護における自立支援 

   児童福祉 その他社会福祉の関連分野 

講師：社会福祉法人養徳園 

総合施設長 福田 雅章 氏 

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講 

1 人

静岡市子ども家庭

課

３/１ ●令和４年度児童相談業務に従事する職員研修

「業務研修Ⅱ」

内容：要保護児童対策地域協議会と児童虐待

講師：浜松学院大学短期大学部 

教授 志村 浩二 氏 

場所：清水区役所

２人 
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静岡県中央児童相

談所

３/６ ●令和４年度児童福祉司スーパーバイザースキルアップ研

修

内容：【講義】社会診断・援助方針の作成について

【座談会】ケースワークを語る

講師：静岡県富士児童相談所長

場所：静岡県中央児童相談所

３人 

静岡県立大学看護

学部

３/20 ●静岡県立大学看護学部杉山眞澄准教授最終講義

内容：保健師活動は「みる・つなぐ・動かす」～そして

講師：静岡県立大学看護学部 准教授 杉山 眞澄 氏

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

２人

ウ 県外研修

主催 開催日 内容・場所 
参加 

人数 

子どもの虹情報研

修センター

４/22 ●2022 年度テーマ別研修「英国の制度改革から学ぶ―子ど

も家庭福祉に携わる人材の専門性」

内容：イギリスの児童保護施策の歴史 他

講師：子どもの虹情報研修センター 増沢 高 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

子どもの虹情報研

修センター

５/26 ●2022 年度児童心理司指導者研修

内容：心理検査と見立て、子ども・家族との面接

講師：西田 泰子 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

西日本こども研修

センターあかし

６/15 

 ～ 

６/17 

●児童相談所児童心理司指導者研修

内容：児童心理司指導者の現状と課題 他 

場所：西日本こども研修センターあかし

１人

国立武蔵野学院 ６/21 

 ～ 

６/22 

●児童相談所児童福祉司現任研修

内容：包括的アセスメントと子どもの理解 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

２人

子どもの虹情報研

修センター

 ●指導教育担当児童福祉司任用前研修

Ａ日程：（前期）７/６～７/７ （後期）１/17～１/19 

Ｃ日程：（前期）８/24～８/25 （後期）２/14～２/16 

場所：（前期）子どもの虹情報研修センター

（後期）静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

２人

国立武蔵野学院 ７/６ ●児童相談所職員現任研修セミナー

内容：反応性愛着障害とトラウマ 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

３人
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子どもの心の診療

所ネットワーク事

業 中央拠点病院

７/７ ●2022年度第23回
「子どもの心の診療ネットワーク事業」連絡会議

内容：コロナ禍の子どもの心の実態調査結果報告 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

２人

チャイルドファー

ストジャパン

７/９ 

11/13 

●令和４年度 RIFCR(リフカー)研修

内容：虐待を打ち明けるプロセス 他

場所：ラジオ日本クリエイト（横浜市）

３人

西日本こども研修

センターあかし

８/16 ●教育機関・児童福祉関係職員合同研修

内容：学校現場における子ども虐待対応 他

講師：文部科学省 井川 恭輔 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

西日本こども研修

センターあかし

９/14 

 ～ 

９/15 

●こころのシリーズ

「虐待を受けた子どものこころの支援」

内容：虐待を受けた子どもの人生への影響 他

講師：杏林大学 加藤 雅江 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

子どもの虹情報研

修センター

①９/15 

～ 

９/16 

②２/21 

～ 

２/22 

●2022年度児童福祉司

スーパーバイザーアドバンスコース

内容：①児童相談所におけるスーパービジョン 他

②スーパーバイズの実践報告 他

講師：①子どもの虹情報研修センター 

川崎 二三彦 氏 他

   ②子どもの虹情報研修センター 他

場所：子どもの虹情報研修センター

１人

チャイルドファー

ストジャパン

10/30 ●第97回CFJ研修会

内容：司法面接と系統的全身診察のベスト・プラクティス

講師：チャイルドファーストジャパン理事長

山田 不二子 医師 ＊オンライン受講

１人

国立保健医療科学

院

11/９ 

 ～ 

11/11 

●児童相談所の連携機能強化に向けた中堅職員研修

内容：児童相談所の今日的課題について 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

西日本こども研修

センターあかし

11/11 ●特別企画

「虐待の世代間伝達を理解する」

内容：虐待の世代間伝達を理解し、子ども期から必要な

支援について 他

講師：北海道大学 松本 伊智朗 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人
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セーブ・ザ・チルド

レン・ジャパン

11/11 ●90分で学ぶ、子どもと大人のこころのサポート

「子どものための心理的応急処置」

内容：子どもメンタルヘルス 他

講師：静岡県立こころの医療センター主任看護師

DPAT先発隊 山根 太陽 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

10人

チャイルドファー

ストジャパン

11/12 ●第24回子どもの虐待防止シンポジウム

「ペアレンティング・プログラム」

内容：ペアレンティング・プログラムの公開、比較、

検討 他

講師：一般社団法人日本ボーイズタウンプログラム振興機構 

堀 健一 氏 ＊オンライン受講

２人

厚生労働省 ①11/15 

②１/24 

③１/25 

●令和４年度フォスタリング機関職員研修

内容：里親養育原論 フォスタリング業務総論 他

講師：子どもの虹情報研修センター 増沢 高 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

厚生労働省 11/25 ●令和４年度母子保健指導者養成研修会 

母子保健施策を通じた児童虐待予防に関する研修

内容：妊娠期からの児童虐待予防の取組 他

講師：あいち小児保健医療総合センター

   山崎 嘉久 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

２人

児童心理療育施設

悠

11/29 ●令和４年度悠主催講演会

「施設心理士から伝えたいこと～現場で働く

ケアワーカーに向けて～」

内容：児童福祉現場で子どもと関わるケアワーカーなら

一度はぶつかる壁や悩みについて 他

講師：児童心理療育施設 川崎子ども心理ケアセンター

かなで 職員育成部長 高田 治 氏

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

12人

子どもの虹情報研

修センター

12/８ ●2022年度市区町村虐待対応指導者研修

内容：精神疾患を抱えた保護者の理解と家族への支援他

講師：大阪大学高等共創研究院 蔭山 正子 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

西日本こども研修

センターあかし

12/14 

 ～ 

12/16 

●一時保護所指導者研修

内容：一時保護所の理念と役割 他

講師：豊岡短期大学 大西 清文 氏 他

場所：西日本こども研修センターあかし

１人
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国立精神・神経医療

研究センター

12/15 

 ～ 

12/16 

●令和４年度PTSD対策専門研修 B専門コース

内容：PTSDの診断と評価 他 

講師：久留米大学 大江 美佐里 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

子どもの虹情報研

修センター

12/22 ●2022年度児童相談所弁護士専門研修

内容：子どもが抱く家族への思いの理解 他

講師：さいたま子どものこころクリニック 

星野 崇啓 氏 他

場所：岩山雅一法律事務所 ＊オンライン受講

１人

全国精神保健福祉

相談員会

２/４ 

 ～ 

２/５ 

●第46回全国精神保健福祉業務研修会inかながわ

内容：【講演】地域共生社会の実現

～保健医療福祉の隙間をどう埋めるか～他

場所：川崎市役所第４庁舎

２人

全国児童相談研究

会

２/11 

 ～ 

２/12 

●第23回児童福祉司研修ワークショップinYOKOHAMA 
内容：虐待相談・通告受付ワーク 他

場所：福祉保健研修交流センター ウィリング横浜

１人

国立精神・神経医療

研究センター

２/16 

 ～ 

２/17 

●令和４年度PTSD対策専門研修

C犯罪・性犯罪被害者コース

内容：犯罪被害者のメンタルヘルスと治療・対応 他

講師：武蔵野大学 中島 聡美 氏 他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人

日本児童相談業務

評 価 機 関 （ J －

Oschis）

２/18 ●2022（令和４）年度シンポジウム

内容：児童相談所第三評価を通じて見えてきた各地の

取り組みと工夫 ＊オンライン受講

２人

子ども・家族・援助

者のパートナーシ

ップ研究会

２/25 ●SkinnyCAP研修会

内容：SkinnyCAPでアセスメントし家族主体でプランニ

ングするコツを学ぶ 他 ＊オンライン受講

６人

子どもの虹情報研

修センター

３/３ ●2022年度児童相談所医師研修

内容：子ども虐待ケースへの対応 他

場所：各嘱託医の医療機関 ＊オンライン受講

２人

子どもの虹情報研

修センター

３/16 ●2022年度テーマ別研修

「アウトリーチで支援をつなぐ」

内容：ひとりぼっちにしない～人に寄り添う、相手の声を

聴くとは 他

講師：琉球大学大学院教育学研究科 上間 陽子 氏他

場所：静岡市児童相談所内 ＊オンライン受講

１人
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（７）児童相談所職員の講師派遣、研修・実習受入 

日  時 内  容 

日時：令和４年５月９日 

会場：宮竹一・二丁目公民館 

担当：相談係 

大里東・宮竹地区民生委員児童委員協議会 

市政出前講座「地域で見守る子ども達の健やかな育ち～子ども虐待・

子ども達からのSOS～」 

日時：令和４年５月13日 

会場：静岡県女性会館あざれあ 

担当：相談係 

児童福祉司任用前研修 

「子ども家庭相談援助制度及び実施体制」 

日時：令和４年５月25日 

会場：静岡市児童相談所 

担当：所長 

静岡大学教職員大学院 

学校コンサルテーションの理論と実際

「児童相談所における子どもや家族支援の実際について」 

日時：令和４年６月２日 

会場：静岡市役所清水庁舎 

担当：相談係 

児童相談業務に従事する職員研修 

業務研修１ 

「児童相談所業務・一時保護について／子ども虐待対応ガイドライ

ン」 

日時：①令和４年６月16日 

   ②令和４年９月９日 

会場：静岡市児童相談所 

担当：相談係 

浜松医科大学大学院医学系研究科看護学専攻助産学分野 

臨地実習（助産学実習Ⅳ） 

「児童相談所の機能と役割～児童虐待の実態～／児童相談所におけ

る保健師業務」 

日時：令和４年６月20日 

会場：静岡市立清水看護専門学校 

担当：相談係 

静岡市立清水看護専門学校助産学科 

地域母子保健Ⅰ 

「母子関係の病理とその対応／児童虐待の実態と介入」 

日時：令和４年７月19日 

会場：静岡市児童相談所 

担当：相談係・判定係 

常葉大学教育学部心理学科 

心理実習 

「児童相談所の業務概要と関係する福祉施設／児童心理司の業務に

ついて」 

日時：令和４年７月25日 

会場：静岡市立清水辻小学校 

担当：支援第３係 

静岡市立清水辻小学校 

生徒指導研修会 

「ネグレクトとその対応について」 

日時：令和４年８月４日 

会場：静岡市役所駿河区役所 

担当：相談係・一時保護係 

市立こども園初任者研修会 

「児童虐待の早期発見と対応／一時保護所について」 

日時：令和４年８月24日 

会場：静岡市児童相談所 

担当：相談係 

常葉大学保育学部 

「静岡市児童相談所の概要」 

日時：令和４年９月２日 

会場：静岡市中央体育館 

担当：相談係 

子ども若者相談センター 

相談研修会 

「児童相談所における相談支援の流れ」 
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日  時 内  容 

日時：令和４年９月６日 

会場：蒲原生涯学習交流館 

担当：支援第１係・支援第２係 

蒲原・由比子育て支援連絡会 

市政出前講座「地域で見守る子ども達の健やかな育ち～子ども虐待・

子ども達からのSOS～」 

日時：令和４年９月８日 

会場：静岡市児童相談所 

担当：支援第２係・一時保護係 

静岡家庭裁判所 

司法修習生実務修習 

「静岡市児童相談所の業務」 

日時：令和４年９月９日 

会場：静岡県立静岡東高等学校 

担当：相談係 

静岡市役所職員シゴト×働き方ガイダンス 

「心理職について」 

日時：令和４年９月14日 

会場：静岡雙葉高等学校 

担当：相談係 

静岡市役所職員シゴト×働き方ガイダンス 

「心理職について」 

日時：令和４年10月８日 

会場：シズウェル 

担当：相談係 

日本学校心理士会静岡支部 

支部研修会 

「学校と児童相談所とのよりよい連携協力関係を築くために～児童

相談所からの提言～」 

日時：令和４年10月24日 

会場：静岡市教育センター 

担当：相談係 

静岡市養護教諭研修会 

「児童相談所から養護教諭に伝えたいこと」 

日時：令和４年11月１日 

会場：静岡県立大学短期大学部 

担当：一時保護係 

静岡県立大学短期大学部社会福祉学科 

ソーシャルワーク実習指導 

「児童相談所の概要及び役割や機能」 

日時：令和４年11月８日 

会場：番町市民活動センター 

担当：相談係 

NPO子ども虐待防止センター・しずおか 

電話相談員養成講座 

「児童相談所の機能と役割」 

日時：令和５年２月５日 

会場：静岡市女性会館 

担当：相談係 

女性のための支援者養成講座 

「地域の頼れる相談資源を知る・交流会」 

「児童相談所と家庭児童相談室の役割と機能」 
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